














一九四四年生まれ。高校演劇は定時制で四年間経験。そ 後アマチュア劇団「うみねこ」に入団。現在に至っている。小樽明峰 で「総合表現科・演劇」の講師を務めている。最近作として、 〇五年、 小樽空襲を描いた「失われしもの」 （作・演出） 、鈴木喜三夫氏を出に迎えた〇八年「アンネの日記」 （出 ・
制作） 。今年二〇一〇年は高校生を主軸とした「この青い空の下で～さとうきび畑の唄」（脚本・演出）に取り組んでいる。
森田正治（もりた・まさはる）


















一九四七年神奈川県生まれ 一九七五年北海道大学理学研究科修士課程修了。同年に、演劇鑑賞会北座（当時の名称は札幌労演）事務局次長に就任、九六年まで事務局長 理事長を歴任。九六年北海道演劇財団設立と同時に事務局長に就任。 八年以降のTPS全作品をはじめ、多くの演劇公演のプロデューサー 務めている。
藤村智子（ふじむら・ともこ）





コンカリーニョ理事長。愛媛県生まれ。北海道大学医学部中退。北海道大学在学中に演劇を始め、一九九五年から演出活動ととも 小 場フリースペース運営開始。ホールマネージャーとして、ダン 公演やフェスティバルのプロデュースをする。現在、まちとアートをつなぐ活動拠点とな劇場再建ための市民活動を展開し、生活支援型文化施設コンカリーニョを再オープン。ターミナルプラザことにパトス・あけぼのアート&コミュニティセンタ （札幌市設置）の管理運営も手がける。
飯塚優子（いいづか・ゆうこ）








































国内三劇場で、初の海外公演を成功させている。北翔大学舞台芸術研究プロジェクト研究員。北海道教育大学、 藤女子大学非常勤講師。九〇年札幌市民芸術祭奨励賞、九八年市民文化賞受賞。二〇〇〇年東京都フェスティバル（戯曲部門）全国ベストエイト入選。北海道新聞夕刊のコラム「舞台裏から」執筆は六年を記録。 昨年合同会社パクス （平和、 争わない、の意）を設立、 後進の指導に力を注いでいる。
永田靖（ながた・やすし）
大阪大学文学研究科教授（演劇学） 。近代演劇史、近代演劇論。近年はヨーロッパ近代演劇のアジア諸国での展開の研究を通して「ユーロ・ 」演劇（＝ユーラシア演劇）の弾力的な演劇史と理論構築を試みている。また日本の地域演劇における公共圏と演劇性の関係にも注目している。ロシア・モダニズム演 、近代演技論、演劇史学などについての論文多数。
堀田充規（ほりた・あつみ）
大阪芸術大学准教授大阪芸術大学舞台芸術学科舞台制作専攻卒業、田中照三、板阪晋治に師事、舞台美術デザインを学ぶ。在学中に舞台テレビ美術家協会主催のデザインコンペ 入選、を志す。卒業後、 副手として研究室に勤務し、舞台美術家として活動を始めるが、後に専任講師となり現職に至る。舞台美術家協会西日本支部理事、プラハ・カドリエ ナーレ委員演劇学会幹 。
